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 第1回金流商流情報連携タスクフォース議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

1． 開催日時　：　2017年6月30日（木） 14：00～17：00
２．開催場所　：　機械振興会館　地下2階　B2-1会議室　
３．出 席 者　： （順不同・敬称略） 
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出席者22
４．議事概要

2017年度第1回金流商流情報連携タスクフォースは、今年度の委員の自己紹介及びリーダーの選任を行い、以下の議事を実施した。（資料：金流商流情報2017-1-01）

４－１．2017年度金流商流情報連携タスクフォース委員紹介およびリーダーの選任

　・本日出席の委員による自己紹介（資料：金流商流2017-1-02）

　・リーダー（委員長）は事務局推薦の遠城秀和氏が全会一致で選任された。

４－２．2016年度金流商流情報連携タスクフォース活動報告

・2016年度のタスクフォース活動報告を事務局菅又が行った。

（資料：金流商流2017-1-03）

・金流商流情報連携タスクフォースは、遠城秀和（NTTデータシステム技術株式会社）リーダーの下、会員委員13名、賛助会員委員8名、および金融業界等（日本銀行金融研究所、経済産業省中小企業庁）からのオブザーバー7名の参加により、延べ4回のタスクフォース会議の審議を通して調査研究を行った。
・金流商流情報連携基盤の構築推進としては、（１）企業への浸透（２）金融業界との摺り合わせ（３）金流商流情報の利活用分野の調査などを行った。

４－３．2017年度金流商流情報連携タスクフォース活動計画

・2017年度のタスクフォース活動計画について事務局菅又より説明があった。

（資料：金流商流2017-1-04）
　・金流商流情報連携タスクフォースは、金融業界の決済高度化に向けた戦略的取組みに呼応した産業界への実装準備を推進するとともに、金流商流情報の利活用に関する研究を行う。内容としては、

（１）金流商流情報連携基盤の推進
・中小企業庁の「次世代企業間データ連携調査事業」実証プロジェクトへの金
融EDI導入促進支援。

・企業への金融新システムとのインタフェース導入促進を支援する。
· 企業側ISO20022インタフェース導入ガイド（商流情報の取込み方についてのガイド）を整備する。
（２）金流商流情報の利活用分野の調査

・全銀協が進めるXML電文移行による新システムを活用した、金流商流情報連
携の可能性調査を行う。
· キャッシュコンバージョンサイクルへの活用を調査研究する。
· 融資活用、モニタリング、ビッグデータ活用等の調査を行う。

・「次世代企業間データ連携調査事業」実証プロジェクトの遂行を参照し、貿易
運輸における経費精算の効率化の調査研究を行う。

（３）なお、活動計画のスケジュール案が事務局より示された。具体的な日程は本タスクフォースの中で討議し決定することを確認した。（後述あり）
４－４．金融ＥＤＩＸＭＬ電文情報項目
　遠城委員長より以下の説明があった。

（１）金融ＥＤＩ新システムＸＭＬ情報項目および実装ガイド

（資料：金流商流2017-1-05-1）

・使えるレベルのＸＭＬ商流情報項目が合意された。

・現在、商流情報項目のXMLスキーマへの変換を行っているが、ツールの改善を含めてあと1か月ほどかかる見通しだ。

・XMLスキーマが確定するとアプリケーションとのマッピングが可能となる。

（２）金融・ITネットワークシステム向けの商流情報の設定方式と商流情報項目のタグ（案）について　（資料：金流商流2017-1-05-2）

　・具体的なコーディング事例の説明があった。
（３）金融EDI情報として格納すべき商流情報の整理について（経済産業省中小企業庁）　（資料：金流商流2017-1-05-3）

　・情報項目の整理に関する説明があった。

　・支払通知メッセージのデータモデルの階層構造とヘッダー部の項目例示があった。
４－５．金流商流情報連携の利活用（SCCC）
　遠城委員長より以下の説明があった。

　・キャッシュ・コンバージョン・サイクル～金融EDIの活用検討

（資料：金流商流2017-1-06）

　・昨年度に引き続きCCCへの活用を調査研究する。
　・新たな指標として入金回転日数と振込回転日数に着目して検討する。

【意見等】
（益田）SIPS-CCCその狙いは？
⇒中小企業としてはより直近の（経営）状況がみられる。（遠城）

（益田）（国は）SCCCを５％改善しようという指標を出している。

⇒SIPS-CCCの検証の仕方、本当のCCCとの比較はできないかを検討したい。（菅又）
（松島）５％アップは日本全体がどうなっているかの指標となる。一方個別の企業がどう活用するのか？

⇒SIPSがやろうとしているのは、個別企業が使う指標と考えている。CCCもどきだ。（菅又）

⇒提案のSIPS-CCCは金の流れだけで見てみた。中小企業はタイムリー（例えば月次）にB/S,P/Lを準備するのは困難であり、より簡便に使える指標を考えて見みたい。（遠城）
４－６．貿易運輸における経費精算の効率化プロジェクト

　貴田委員より以下の説明があった。（資料：金流商流2017-1-07）
　・これまでの経過説明および今年度の活動目標について

　・貿易インボイスのメッセージ設計については有識者による分科会を設けたい。

【意見等】

（菅又）有識者のメンバーはどういう人がよいか？
（斉藤孝）メッセージ設計に入るための意見をもらいたい。

（菅又）日本語の項目が通常使われている用語なのか？それが重要。

（菊川）範囲をどこまで広げるか、も前提として重要。

⇒具体的にはJASTPRO、SIPSと打ち合わせて推進していく。
５．次回以降のタスクフォース開催日程
５－１．今後の日程検討

　参加委員により今後の全体スケジュールの検討を行った。

タスクフォースの日程は第2回を8月30日、第3回を10月25日とすることで決まった。第4回の開催については、第3回の結果をみて別途検討する。

５－２．次回以降のタスクフォース開催日時

◆第2回金流商流情報連携タスクフォースの開催は以下の予定です。
　　期日：2017年8月30日（水）14時‐17時

　　場所：機械振興会館　6階6-64会議室
◆第3回金流商流情報連携タスクフォースの開催は以下の予定です。

　　期日：2017年10月25日（水）14時‐17時

　　場所：機械振興会館　6階6-62会議室
以上
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